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 私の一連の研究は、米国製薬ベンチャー企業で、触媒量のアミン類によるアリフ

ァティックベンジルエーテルの Pd/C 触媒的水素化分解抑制効果を見出したことに

始まります。これを端緒として、不均一系白金族触媒の開発と機能性研究へと展開

し、「触媒開発と官

能基選択的接触還

元 反 応 の 開 発 研

究」を立ち上げ、

様々な官能基選択

的不均一系接触還

元触媒を開発し試

薬として上市しま

した。さらに不均

一 系 白 金 族 触 媒

が、接触水素化に

とどまることなく

酸化反応や炭素－

炭素・炭素－Ｘ結合形成（切断）反応などの触媒としても機能することを発見し、

潜在的触媒機能､すなわち、「接触還元以外の有機合成反応への不均一系触媒の適用」

へと展開しました。興味深い事例として、アミンは接触還元の触媒毒ですが、芳香

族ハロゲンなどの水素化分解では一電子ドナー（脱ハロゲン化促進剤）として機能

して、常温常圧で反応が完結することを見出し、化学変換法としての適用に加えて、

PCB、DDT やダイオキシン類の脱塩素無害化法として応用しています｡これは 2008

年度 NEDO マッチングファンドに採択され、パイロットプラント研究まで進み、難

分解性環境汚染物質の対策法として発展しました。さらに、水素が不均一系白金族

触媒による H-D 交換反応の活性化剤として作用することを見出し、「重水素標識反

応」へと展開しています。有機化合物の C-H をポストシンテティックに C-D に変換

する反応であり、富士フイルム和光純薬（株）の受託合成事業として実用化されて

います。また、環境に優しい化学プロセスの構築を指向した不均一系白金族触媒の

応用研究にも取り組み、不均一系触媒的固相反応、連続フロー反応、メカノ反応、

マイクロ波（フロー）反応等、「新しいデバイスやエネルギーを組み合わせた不均一

系触媒反応の開発」へと発展させ、地球環境に優しい医薬品等の合成法や脱炭素燃

料製造・運搬・貯蔵研究へと展開しています。  

これまでの研究成果は、不均一系触媒的に進行する C-H・C-D・C-X・C-C 結合の

活性化を利用して、新しい官能基変換法へと展開してきたものと総括されます。こ

れらの概要を､濃淡を付けてご紹介させて戴く予定です。  
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